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みると、 2015年は 5.99万人、 2045年には 4.72万人となり 21%減少し、 15"-'64歳人口推移をみ
ると 2015年は 28.3万人、2045年には23.2万人となり 18%減少し、65歳以上人口推移をみると、
2015年は 11.4万人、 2045年には 15.0万人となり 32%増加となり、高齢化社会に突入していく
ことが窺える。また、金沢市の総人口の推移をみると、 2015年は 45.7万人、 2045年には 43.0万
人となり 6%減少する予測である。一方で、奥能登地域における 0"-'14歳入口推移をみると、 2015
年は 5，525人、 2045年には 1，766人となり 68%減少し、 15"-'64歳入口推移をみると、 2015年は
32，070人、2045年には 11，062人となり 66%減少し、65歳以上人口推移をみると、2015年は30，546
人、 2045年には 16，456人となり 46%減少となり、現在行われている移住政策における地域への
流入人口は、ほとんど効果がないことが窺える。また、奥能登地域の総人口の推移をみると、 2015
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